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荒
尾
市
民
病
院
は
、
昭
和
16
年

に
診
療
所
と
し
て
創
設
以
来
、

熊
本
県
北
部
有
明
医
療
圏
の
中
核
病

院
と
し
て
、
現
在
、
24
の
診
療
科
と

一
般
病
床
270
床
お
よ
び
感
染
症
病
床

４
床
を
有
し
、
荒
尾
市
民
の
皆
さ
ん

を
始
め
、
有
明
地
域
の
住
民
の
皆
さ

ん
に
対
し
て
も
、
医
療
の
安
心
と
安

全
、
健
康
の
維
持

・
増
進
に
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
近
年
の
医
療
制
度
改

革
や
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
な

ど
に
よ
り
、
こ
こ
数
年
の
単
年
度
損

益
は
い
ず
れ
も
赤
字
で
推
移
し
、
累

積
欠
損
金
も
平
成
20
年
度
末
で
約

42
億
５
千
万
円
に
達
す
る
な
ど
、
病

院
の
経
営
基
盤
が
安
定
性
を
欠
く
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
、
目
指
す
べ
き
医

療
や
経
営
健
全
化
対
策
な
ど
を
審
議

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年
８
月
に
「
荒

【主な提言内容】

・ 大学と連携した寄附講座の院内設置による医師の確保対策を

検討すること。

・ 広報紙、 ホームページを積極的に活用した市民に分かりやす

い情報を発信する広報活動に努めること。

・ 院内での一般公開講座の充実を図り、 地域住民が集まる拠点

として、 市民に親しまれる病院のイメージを形成すること。

・改革全体が市民などに見えるように実施計画を策定したうえで、

随時、 点検、 評価ができる仕組をつくること。

・ " 再編 ・ ネットワーク化 " を進めるに当たり、 各中核病院の院

長による連絡会議を新たに設置したうえで、 各医療機関が確保

すべき機能の明確化や地域の実情を踏まえた検討を行うこと。

※提言書の詳しい内容は、 ホームページに掲載しています。
ホームページアドレス ： http://www.city.arao.lg.jp/

尾
市
民
病
院
あ
り
方
検
討
会
」
（
会

長　

小
野
友
道 

熊
本
保
健
科
学
大
学 

学
長
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

４
回
に
わ
た
る
検
討
会
を
経
て
、
病

院
の
あ
り
方
に
関
す
る
提
言
書
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
、
２
月
19
日
に
小
野

会
長
お
よ
び
高
橋
洋
副
会
長

（
荒
尾

市
医
師
会 

会
長
）
か
ら
市
長
へ
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で

「
市
民
病
院
は

“
市
民
の

た
め
の
病
院
”
で
あ
り
、
行
政
と
病
院
、

そ
し
て
、
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
病
院

改
革
に
臨
み
、
健
全
な
運
営
の
も
と
、

質
の
高
い
医
療
を
将
来
に
わ
た
っ
て
安

定
し
て
提
供
し
、
地
域
に
愛
さ
れ
、

信
頼
さ
れ
る
病
院
に
な
る
必
要
が
あ

る
」
と
の
提
言
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
提
言
書
の
内
容
を
最

大
限
尊
重
し
、
病
院
の
健
全
運
営
に

努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

[

問]

政
策
企
画
課
☎
63

・
１
２
７
３

　　提言書を手渡す小野会長 （中央） と高橋副会長 （右） と、 受け取る前畑
市長 （左）
▲

　　「市民病院に愛着を感じています。 これ
からも協力は惜しみません」 と小野会長
▲

　　患者さんやその家族への医療情報を提供する施
設でもある患者図書室 「けやき」
▲

荒尾市民病院の
今後のあり方を提言
荒尾市民病院あり方検討会から市長へ、提言書が提出されました
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く

ら

し

の

情

報

「
認
定
農
業
者
」
に

な
り
ま
し
ょ
う
！

　

認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
農

業
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
す
る
農

業
者
が
立
て
た
計
画

（
農
業
経

営
改
善
計
画
）
を
、
市
が
農
業

基
本
構
想
に
照
ら
し
て
認
定
す

る
も
の
で
、
現
在
96
経
営
体
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
定
農
業
者
に
な
る
と
、
そ
の

計
画
達
成
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
後
の
農
業
経
営
に

関
す
る
国
の
支
援
は
認
定
農
業

者
や
一
定
の
要
件
を
満
た
す
集

落
営
農
な
ど
の
担
い
手
に
対
し
、

集
中
的
か
つ
重
点
的
に
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
認
定
農
業
者
に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト

▽
規
模
拡
大
の
た
め
の
支
援

▽
金
融
支
援

▽
税
制
支
援

▽
各
種
補
助
事
業
助
成

▽
各
種
情
報
の
提
供

[

問]

農

林

水

産

課 

☎
63

・

１
４
４
３

連
結
財
務
諸
表
を
作
成
し

ま
し
た

家屋消毒を行います

　感染症の発生予防と公衆衛生の向上を図るた

め、 蚊 ・ ハエの駆除を目的として家屋の消毒を

有料で実施しています。 希望する人はお申し込

みください。

●受付開始日　4 月 1 日 （木） 午前 8 時 30 分～

●受付時間　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

●受付場所　環境保全課環境業務係（市役所１階）

受付区分 実施期間 料金

集団消毒
（電話申込不可）

※行政協力員へ申し
込み （行政協力員が
一括して申し込み）

4/15 （木） ～
10/29 （金）

※平日のみ実施

消毒に使用した薬
剤量

1リットル 350 円

個人消毒
（電話申込可）

※班単位での申し込
みは個人消毒扱い

4/2 （金） ～
10/29 （金）

※平日のみ実施

消毒する家屋面積
33㎡（10坪）まで350円、
16.5㎡ （5坪） 増すごと
に175円加算

[ 問 ] 環境保全課 ☎ 63-1370

　

総
務
省
で
は
、
地
方
公
共
団
体

の
内
部
管
理
強
化
と
外
部
へ
の
わ

か
り
や
す
い
財
務
情
報
の
開
示
を

目
的
に
、
「新
地
方
公
会
計
制
度

研
究
会
」
を
設
置
し
、
４
つ
の
財

務
諸
表

（
貸
借
対
照
表
、
行
政

コ
ス
ト
計
算
書
、
資
金
収
支
計
算

書
、
純
資
産
変
動
計
算
書
）
作

成
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
財
務
諸
表
を
作
成
す

る
こ
と
で
資
産
形
成
に
お
け
る
構

造
的
な
特
徴
や
傾
向
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
今
後
の

財
政
運
営
の
資
料
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま

た
、
近
隣
自
治
体
や
類
似
団
体

の
公
表
デ
ー
タ
と
の
比
較
も
容

易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
今
回
、
総
務
省
方

式
改
訂
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
、
連

結
財
務
諸
表
の
作
成
を
行
い
ま
し

た
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
に
掲
示
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
一
度
御
覧
く
だ
さ
い
。

[

問]

財
政
課 

☎
63

・
１
２
８
９

ハ
イ
チ
地
震
義
援
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

１
月
13
日
に
発
生
し
ま
し
た
ハ

イ
チ
地
震
に
つ
い
て
、
２
月
10
日

（
水
）
ま
で
市
役
所
総
合
案
内
で

募
金
箱
を
設
置
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
皆
さ
ん
よ
り
多
額
の
浄
財

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

募
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を

通
じ
て
送
金
を
行
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
暖
か
い
ご
協
力
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

[

問]

福
祉
課 

☎
63

・
１
４
１
７

くらしの情報

　

「
元
気
な
荒
尾

・
力
強
い
荒

尾
」
を
目
指
し
て
、
市
長
が

地
域
へ
出
向
い
て
皆
さ
ん
と
身

近
に
語
り
合
い
、
市
政
に
対

す
る
意
見
や
提
言
を
お
聴
き

し
、
懇
談
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
日
時　

３
月
25
日

（
木
）
、

午
後
７
時
～

●
場
所　

野
原
公
民
館

[

問]

秘
書
室 

☎
63
・
１
６
２
０

「市長と
〝まちづくり談義〟」

八幡小校区で
開催します

春
の日曜日に
引越し手続きが
できます

　住民異動についてのサービスの向

上を図り、 窓口の混雑を緩和するた

め、 次の日程で住民異動に関係す

る一部の窓口を開きます。

●実施日（2日間）

3月28日（日）、4月4日（日）
●開庁時間　午前 8 時 30 分～午

後 5時 15 分

※正午～午後1時は取り扱いできません

●取扱業務　転入や転出などに関

係する手続き

※詳しくは 「広報あらお」 3 月 1 日

号 P4 ・ P5 をご覧ください

[ 問 ]政策企画課 ☎ 63-1273


